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【序 章】 

＜研究の動機＞ 

 我が国では、古くから学校における運動部活

動の重要性を認識し、固有のスポーツ文化が育

まれてきた。筆者自身も、中学・高校の６年間、

３０人以上の部員が所属する学校のサッカー部

で切磋琢磨しながら活動してきた。しかし、近

年では中学生年代のサッカー競技ではクラブチ

ームの台頭が目立つ一方で、部活動では部員が

集まらず活動できない状態になり部活動が衰退

する危機を迎えている。そこで部活動の衰退を

防ぎ、選手を取り込む魅力ある部活動を考える

必要があると考え、本研究のテーマを設定した。 

＜研究の目的＞ 

 運動部活動とクラブチームにおける選手・指

導者のメリットとデメリットについて検討し、

それを基にした運動部活動のよりよい活動形態

について模索することを本研究の目的とする。 

＜研究の方法＞ 

 本研究は、部活動やクラブチームに関する文

献にあたるとともに、部活動とクラブチームの

選手・指導者を対象に行ったアンケート調査の

結果を基に研究を進めていく。 

【第１章】 部活動とクラブチームのメリット

とデメリット 

 第１章では、部活動とクラブチームの設立背

景から、その性格を前者では生涯スポーツ、後

者では競技スポーツと意義付け、指摘した双方

の性格を踏まえ、一般的に考えられる部活動と

クラブチームの選手・指導者のメリットとデメ

リットについてまとめた。 

【第２章】 アンケート調査の概要とその結果 

第２章では、２０１３年１０月～１１月にか

けて、Ｇ県О市の７つ中学校とО市近辺の２つ

のクラブチームの選手計２０２名、指導者計１

７名を対象に行ったアンケート調査の概要と結

果をまとめた。アンケート調査用紙は文部科学

省が１９９６年に行った「中学生・高校生のス

ポーツ活動に関する調査」で使用された内容を

参考に、選手に対しては「活動するチームを選

択した理由」、「活動を行う目的・意義」、「活動

の頻度・程度」、「活動を行う上での悩み・問題

点」、指導者に対しては「指導を行う理由」、「指

導の目的・意義」、「指導を行う資格能力」、「指

導を行う上での悩み・問題点」という観点から

質問項目を抽出し、加筆修正を行い選択・記入

方式のアンケート用紙を作成した。 

【第３章】 運動部活動のよりよい活動形態の

模索 

 第３章では、アンケート調査の結果から、再

度、部活動とクラブチームのメリットとデメリ

ットについて考察を行い、部活動の選手では「チ

ームの所属に制限がないこと」、「人間的な成長」、

「余暇時間」をメリットとして挙げ、デメリッ

トとして「指導者の問題」を挙げた。クラブチ

ームの選手では、「専門的指導者による集中指

導」とそれによる「技術の向上」をメリットと

して挙げ、デメリットとして「余暇時間が少な

い」、「活動費用が多い」、「選手同士の人間関係」

を挙げた。それらを活用・改善した運動部活動

のよりよい活動形態として「部活動のクラブ化

と中学校の総合型地域スポーツクラブ化」を提

案した。 

【結 章】 

運動部活動のよりよい活動形態として、部活

動の活動に専門的指導者による集中的な指導を

行うクラブとしての活動を加えることで、部活

動とクラブチームの要素を含むことが可能とな

る「部活動のクラブ化」を提案した。さらに、

文部科学省が設置を奨励する総合型地域スポー

ツクラブと地域の中心となる中学校との関連を

図り、中学校の運動部活動を中心とした総合型

地域スポーツクラブをつくる、「中学校の総合型

地域スポーツクラブ化」を提案し、本研究のま

とめとした。 

今後の課題として、本研究では中学校を総合

型クラブ化することで地域人材の指導者を活か

した活動を行うことを提案したが、総合型クラ

ブの普及が目指されていることから外部指導者

の需要が増加すると考えられ、指導者の提供を

円滑化するために、指導者バンクやスポーツボ

ランティアを認知・普及させていく必要がある。 


